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あいあいつうしん 
 

 

 

 

  

今年の節分は、なんと124年ぶりに２月２日。子どもたちは節分に向けて豆

遊びをしました。「ぱらっ  ぱらっ  まめのおと～」と、童謡『まめまき』の歌に

あるように、金属のボウルや大きな太鼓に豆を落として音を聞いてみたり、豆

がたくさん入った缶に手足を入れてみたり、ゆっくりと豆遊びをした子どもた

ち。聴き慣れた歌に出てくる言葉や事柄を実際に体験するというのも良い経験

になりますよ。  

“季節を分ける”節分に豆まきをして穢
けが

れを除き、そして翌日、立春を迎え

ます。冬も折り返し地点とはいえ、まだまだ寒い日もありますが、春に向かっ

て心新たに、一日一日を大切にしていきたいと思います。  

それでは、今月のつうしんをお届けします。  

           

 

 

 

 

２月の予定（児童） 
 

６日（土）  第22回  全国視覚障害早期教育研究会  Web参加（古川）  

17日（水）  ひよこクラブお遊び会（14：30～16：00）＊今年度最終日  

※引き続き、後期個別懇談を行います。  

 

＜３月＞  

グループごとに“卒園を祝う会”を行う予定です。  

※新型コロナウイルスの感染状況により予定を変更することがあります。  
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編集 京都ライトハウス 

視覚支援 あいあい教室 

TEL：075-462-4462 

FAX：075-462-4464 

aiai@kyoto-lighthouse.or.jp 

★ホームページ版 「あいあいつうしん」 がご覧になれます★ 

京都ライトハウスのホームページ内、あいあい教室のページから「あいあいつうしんWeb版」の     

コンテンツにアクセスしてください。写真がカラーで掲載されています。Web版もぜひご覧ください！ 

「ババンババンバンバン  
はーあ  ビバノンノン♪」  
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年長児  保護者の皆さんからのメッセージ 

今まで歩んできた道のり、成長した子どもへの想いなど、卒園に向けて想い

のこもった温かなメッセージを寄せていただきました。お忙しい中、ありがと

うございました。  

 

その14 Ｓ  さん  

２歳７ヵ月から通い始めたあいあい教室もあと２ヵ月…思い返してみると

生まれて早々にダウン症と知り、心臓に穴が３ヵ所開いている、右耳が少し聞

こえづらいと判明。その後の健診でも眼振や強度近視と分かり、私たちの想像

をはるかに超えて誕生したＳ
．
ですが、１歳になると嬉しいことに心臓の穴も塞

がり２歳でついにメガネデビュー。かける練習から始めるが、素直にかけない、

嫌がる、どうすれば見る力をつけれるようになるのかと悩んでいた頃あいあい

教室に出会いました。  

１つ１つの取り組みを丁寧にして下さり、また根気よく接してくれる先生

方。歩かず座り込むことが多かった３歳児も、少し慣れ始めてちょっかいを出

して反応を楽しむ４歳児も、おちゃらけて片付けをしようとしない５歳児も温

かく受け止めて下さりありがとうございました。Ｓ
．
はたくさんの経験や体験を

積み、ひとつずつ色んなことが出来るようになり、自分で出来るという事に喜

びや楽しさを感じているようです。  

視覚に関してだけではなく成長する過程での悩みも聞いてもらい、適切なア

ドバイスをいただき悩んでいた母の気持ちも楽になりました。  

これから新しい場所でどんなふうに過ごしていくのか期待も不安もあるけ

れど、Ｓ
．
ならマイペースに１つ１つ乗り越えていくんだろなぁ～。そんなＳ

．
を

見守りながら私たちも一緒に成長していきます。  

４月から放課後デイでお世話になる予定ですので、引き続きよろしくお願い

します。  

先生方、保護者の皆さまありがとうございました。  

 

 

 

児童  

「手、洗ったか♪マスクしてるか♪
三密避けろ♪またあした♪」  
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その15 Ｒ  さん  

Ｒ
．
は３歳児健診で弱視がわかり、毎日アイパッチで治療してきました。お兄

ちゃんがあいあい教室の卒園児さんと小学校で同じクラスになり、そのご縁で

あいあい教室を知り、就学に向けて１年通わせてもらうことになりました。年

度途中の８月からの通園になってしまい、期待はもちろんですが不安もありな

がら迎えた登園初日、すべての先生が「Ｒ
．
ちゃん  おはよ～」と優しくすてきな

笑顔で声をかけて下さり、温かく迎えてくださったのをすごく覚えています。

最初は恥ずかしくて私から離れることが出来なかったのですが、帰る頃には

「楽しかった～！」と、いつも帰りを惜しんでいます。  

早いものであと少しで小学生ですが、あいあい教室での出会い、経験を糧
かて

に、

Ｒ
．
らしく元気一杯楽しく過ごせるといいです。最後になりましたが、先生方、

保護者の皆様、一緒に遊んでくださった友達の皆様、本当にありがとうござい

ました。  

 

児童  ともだち紹介  
 

Ｅ さんの巻  
Ｅ
．
です！もうすぐ５歳になります！右目の視力が悪く左目を使って物を見

ようとするので保育園での生活を心配していましたが、色々な物に興味を持ち

積極的に行動して毎日元気いっぱいに過ごしてるのを見て安心しています。  

あいあい教室に月１回ぐらいですが、行くのをすごく楽しみにしてます。道

中に「お友達いるかなー？」「先生いるかなー？」と聞いてきます。大きくな

ったらあいあい教室の先生になりたいそうです。あいあい教室に通って、気の

合う友達に出会い、丁寧に指導してくださる先生たちに感謝しています。  

 

 

【ご寄付・ご寄贈いただき、ありがとうございました】  

～みなさまからの温かいご支援、心より感謝申し上げます～  

・点友会様より拡大写本 4 冊  『カメレオンのかきごおりや』他  

 

＊今月の一言①＊  春といえば“ばっけみそ”。フキノトウはもう出てくるかな…  谷口  

５歳だよ  
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あいあい放課後等デイ・かわら版  
 
 

 

 

●●  お正月の遊び  ●●  

 

今回はお正月を迎えたことにちなんで、羽子板やこまを作って遊んだので紹

介します。まず、羽子板は切り取った牛乳パックに段ボールの持ち手を挟んで

半分に折りたたんで土台を作ります。そして、折り紙などで自由に飾りつけを

して完成です。遊ぶときは、羽根の代わりにゆっくりと動いて目で追いやすい

風船を使ったり、みんなで輪を作って座り、音の鳴るピンポン玉を打ち合った

りしました。他にも、羽子板を卓球ラケットのように使って机の上で遊ぶ子ど

ももいました。  

こまは、十字に切り開いた牛乳パックの台紙を使い、軸はペットボトルのキ

ャップや半球のカプセルをテープで貼り付けます。カプセルの中には鈴を入れ

て、回ると音が鳴るようになっています。こまを回すときの手の使い方は意外

と難しく、強く回そうとすると軸がぶれて上手く回りません。それでも子ども

たちは、手の角度を調整したり、力の加減をしたりと、上手くいくように何度

も挑戦していました。また、フリスビーのように回転させながら投げ、飛ばし

て遊んでいる子どももいました。  

羽子板やこまだけでも、少し工夫をした

り、遊び方を変えたりするだけで、みんなで

楽しむ事ができますね。  

 

 

 

 

 

 

＊今月の一言②＊  寒い日には日本酒が飲みたくなります。  本堂  

「楽しいな。アハハン」
「楽しいね。アハハン」  

活動風景  

牛乳パックで作った  

こまと羽子板  

tel:075ー462ー44627
tel:075ー462ー44627

